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一 

は
じ
め
に

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
六
日
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
で
《
刑
事
訴
訟
法
改
正
案
》
が
採
択
さ
れ
た
。
今
回
の
改
正
は
、

一
九
七
九
年
に
初
め
て
《
刑
事
訴
訟
法
》
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
三
回
目
の
改
正
に
な
る（（
（

。
改
正
さ
れ
た
箇
所
は
合
計
二
六
箇
条
に
過
ぎ

な
い
が
、
刑
事
欠
席
裁
判
、
速
裁
判（（
（

、
認
罪
認
罰
寛
大
制
度（（
（

、
当
番
弁
護
士
制
度（（
（

等
一
連
の
新
た
な
制
度
が
創
設
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の

今
後
の
刑
事
司
法
に
対
す
る
影
響
は
大
き
い
。
本
稿
で
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
に
つ
い
て
、
比
較
の
立
場
か
ら
考
察
す

る
こ
と
に
す
る
。二 

刑
事
欠
席
裁
判
と
は

刑
事
欠
席
裁
判
に
関
し
て
は
、
主
に
広
義
説（（
（

と
狭
義
説（（
（

が
あ
る
が
、
今
回
改
正
さ
れ
た
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
か
ら
す
る
と
、
狭
義
説
が

と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
と
は
、
被
告
人
が
出
廷
し
な
い
ま
ま
公
判
を
開
く
こ
と
の
で
き
る
特

殊
な
訴
訟
制
度
で
あ
る
。
仮
に
刑
事
裁
判
で
、
被
告
人
が
弁
護
人
又
は
近
親
者（（
（

を
自
分
の
代
わ
り
に
公
判
に
出
廷
さ
せ
た
と
し
て
も
、
被

告
人
自
ら
出
頭
し
な
い
限
り
、
欠
席
裁
判
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
両
当
事
者
が
法
廷
に
立
っ
て
、
証
拠
調
べ
や
弁
論
等
の
や
り
取
り
を

し
、
裁
判
官
が
そ
れ
を
評
価
す
る
と
い
う
一
般
的
に
想
定
さ
れ
る
裁
判
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
刑
事
欠
席
裁
判
は
、
被

告
人
が
公
判
期
日
に
出
頭
し
な
い
と
開
廷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
刑
事
裁
判
の
一
般
原
則
の
例
外
で
あ
る
と
言
え
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
刑
事
手
続
中
被
告
人
が
主
観
的
或
い
は
客
観
的
原
因
で
、
公
判
審
理
に
出
頭
で
き
な
い
或
い
は
出
頭
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
特
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別
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
特
別
な
訴
訟
制
度
で
あ
る
。

刑
事
欠
席
裁
判
手
続
は
中
国
刑
事
司
法
に
特
有
の
制
度
で
は
な
く
、
す
で
に
多
く
の
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
刑
事
訴
訟
法
に
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。

今
回
の
中
国
の
刑
事
訴
訟
法
改
正
で
は
、
刑
事
欠
席
手
続
を
「
第
五
編
特
別
手
続
」
の
第
三
章
と
し
て
定
め
て
い
る
。
陳
衛
東
教
授
に

よ
る
と
、
こ
の
手
続
は
あ
く
ま
で
も
犯
罪
被
疑
者
を
刑
事
手
続
に
参
加
す
る
よ
う
促
す
も
の
で
あ
り
、
刑
事
手
続
に
参
加
し
な
い
者
に
刑

罰
を
科
す
こ
と
を
第
一
次
的
な
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い（（
（

。

三 

中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
創
設
の
経
緯

ま
ず
、「
腐
敗
の
防
止
に
関
す
る
国
連
条
約
」
へ
の
加
入
が
、
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
創
設
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
中
国

は
二
〇
〇
三
年
一
二
月
に
「
腐
敗
の
防
止
に
関
す
る
国
連
条
約
」（
略
称
：
国
連
腐
敗
防
止
条
約
）
に
加
入
し
、
同
条
約
は
二
〇
〇
五
年

一
〇
月
に
は
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
批
准
を
得
て
、
同
年
の
一
二
月
四
日
か
ら
国
内
で
正
式
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
条
約
は
、
史
上
初
の
国
際
反
腐
敗
活
動
を
指
導
す
る
も
の
で
、
腐
敗
の
予
防
、
腐
敗
に
関
す
る
犯
罪
の
確
認
、
反
腐
敗
に
お
け

る
国
際
的
協
力
、
違
法
資
産
の
返
還
等
に
関
す
る
法
的
規
範
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
国
の
国
内
に
お
け
る
反
腐
敗
活
動
の
強
化
や
反
腐
敗
効

率
の
ア
ッ
プ
、
国
際
反
腐
敗
活
動
へ
の
協
力
の
促
進
等
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。「
国
連
腐
敗
防
止
条
約
」
の
第
五
七
条
三

項
（
ａ
）
号
は
、
第
一
七
条
お
よ
び
第
二
三
条
に
規
定
す
る
公
的
資
金
の
横
領
又
は
横
領
さ
れ
た
公
的
資
金
の
洗
浄
の
場
合
に
つ
い
て
は
、

没
収
が
第
五
五
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
か
つ
、
当
該
要
請
を
行
っ
た
締
約
国
に
お
け
る
確
定
判
決
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
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要
請
を
行
っ
た
締
約
国
に
対
し
、
没
収
さ
れ
た
財
産
を
返
還
す
る
こ
と
…
…
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
確
定
裁
判
は
、
海
外
へ
逃

亡
中
の
腐
敗
官
僚
を
本
国
に
引
致
し
た
り
、
海
外
に
移
転
さ
れ
た
巨
額
の
違
法
資
産
を
没
収
し
た
り
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
法
的
根

拠
で
あ
る（（
（

。
特
に
被
疑
者
・
被
告
人
が
海
外
へ
逃
亡
し
た
場
合
、
刑
事
欠
席
裁
判
は
確
定
裁
判
を
得
る
た
め
の
唯
一
の
手
段
と
も
い
え

る
。つ

ぎ
に
、
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
の
創
設
は
国
内
の
反
腐
敗
運
動
を
推
進
す
る
の
に
必
要
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
の
統
計
に
よ
る
と
、

腐
敗
官
僚
の
海
外
へ
の
逃
亡
人
数
は
経
済
発
展
が
進
ん
だ
広
東
省
だ
け
で
も
一
六
四
〇
人
に
達
し
、
移
転
さ
れ
た
資
金
は
一
五
五
〇
億
元

に
昇
る
（
さ
ら
に
全
国
で
は
か
な
り
の
人
数
と
厖
大
な
資
金
に
な
る
）（
（1
（

。
近
年
全
国
規
模
で
の
「
ト
ラ
と
ハ
エ
を
一
緒
に
た
た
く
」
反
腐
敗
運
動

の
徹
底
的
な
展
開
に
伴
い
、
海
外
は
腐
敗
官
僚
の
逃
亡
と
違
法
所
得
を
移
転
す
る
「
天
国
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

海
外
の
逃
亡
者
を
国
内
に
引
致
し
た
り
、
違
法
資
産
を
没
収
し
た
り
す
る
た
め
に
は
新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
二

年
に
改
正
さ
れ
た
刑
事
訴
訟
法
は
、
初
め
て
特
別
手
続
編
を
設
け
て
、
被
告
人
が
欠
席
の
ま
ま
、
そ
の
違
法
所
得
に
限
っ
て
裁
判
の
で
き

る
違
法
所
得
没
収
手
続
を
定
め
た
。
違
法
所
得
没
収
手
続
と
は
、
横
領
・
賄
賂
犯
罪
お
よ
び
テ
ロ
犯
罪
等
重
大
な
犯
罪
事
件
の
被
疑
者
・

被
告
人
が
逃
亡
し
て
、
指
名
手
配
か
ら
一
年
経
て
も
身
柄
が
確
保
で
き
な
い
或
い
は
被
疑
者
・
被
告
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
、
そ
の
違
法

所
得
お
よ
び
そ
の
他
の
犯
罪
に
関
わ
る
資
産
を
没
収
す
べ
き
で
あ
る
と
検
察
官
が
判
断
し
た
と
き
に
、
裁
判
所
に
違
法
所
得
を
没
収
す
る

申
請（（1
（

を
行
い
、
被
告
人
が
欠
席
の
ま
ま
、
そ
の
違
法
所
得
資
産
に
限
っ
て
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
特
別
手
続
で
あ
る
。
違
法
所
得
没

収
手
続
に
よ
っ
て
、
腐
敗
官
僚
の
不
正
資
産
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
腐
敗
の
抑
止
と
国
家
財
産
損
失
の
回
復
に
一
定
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
手
続
き
で
は
、
腐
敗
の
根
本
で
あ
る
腐
敗
官
僚
自
身
を
法
律
上
処
罰
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
最
も
徹
底
し
た
制
度
の
設
立
が
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
四
年
に
開
か
れ
た
中
央
反
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腐
敗
協
調
会
議
で
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
の
創
設
が
提
案
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
七
月
に
法
制
委
員
会
に
よ
り
刑
事
欠
席
裁
判
に
関
す
る
研
究

報
告
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
八
年
四
月
二
五
日
に
開
か
れ
た
第
一
三
期
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
第
二
次
会
議
に

《
中
華
人
民
共
和
国
刑
事
訴
訟
法
（
改
正
草
案
）》
が
提
出
さ
れ
、
刑
事
欠
席
裁
判
の
必
要
性
に
つ
き
、
欠
席
裁
判
手
続
は
海
外
逃
亡
者
を

追
い
詰
め
る
た
め
の
最
も
有
力
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た（（1
（

。
そ
の
後
、
改
正
草
案
は
何
回
か
の
審
議
と
修
正
を
経

て
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
六
日
に
開
か
れ
た
第
一
三
期
の
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
第
六
次
会
議
で
可
決
・
成
立
し
た
の
で
あ

る
。

四 

刑
事
欠
席
裁
判
制
度
の
理
論
的
根
拠

他
の
国
で
は
す
で
に
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
で
は
一
九
九
六
年
と
二
〇
一
二
年
の
二
回

に
渡
っ
て
刑
事
訴
訟
法
が
改
正
さ
れ
な
が
ら
、
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
の
創
設
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る（（1
（

。

ま
ず
、
国
際
刑
事
司
法
理
論
上
、
刑
事
欠
席
裁
判
は
事
実
上
公
判
に
お
け
る
被
告
人
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
権
利
で
あ
る
自
己
防
御
権

を
剥
奪
す
る
の
に
等
し
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
裁
判
の
正
当
性
に
疑
問
が
生
じ
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
裁
判
の
公
正
性
も

害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
原
則
と
し
て
、
被
告
人
が
公
判
に
出
頭
し
て
裁
判
を
受
け
る
こ
と
は
訴
訟
手
続
上
の
基
本
的
権
利

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る（（1
（

。

つ
ぎ
に
、
中
国
刑
事
訴
訟
法
の
制
定
当
時
は
、
ま
だ
人
口
の
移
動
が
少
な
く
、
多
く
の
場
合
刑
事
事
件
に
お
け
る
被
疑
者
・
被
告
人
の



三
二
六

身
柄
の
確
保
が
容
易
で
、
確
実
な
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
刑
事
訴
訟
で
は
実
務
上
欠
席
裁
判
を
行
う
必
要
性
が
低
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
中
国
に
お
い
て
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
を
創
設
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
先
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
は
、
理
論
的
な
問
題
で
あ
る
、
被
告
人
不
在
の
ま
ま
の
起
訴
・
裁
判
の
可
否
の
問
題
と
被
告
人
の
裁
判
参
加
権
と
刑
事
欠
席
裁
判
の

公
正
・
公
平
の
問
題
で
あ
る
。

ま
ず
、
被
告
人
の
身
柄
が
確
保
で
き
て
い
な
い
場
合
、
起
訴
・
裁
判
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
検
察
官
の
起
訴
に
つ
き
、

起
訴
法
定
主
義
と
起
訴
便
宜
主
義
が
あ
る
。
中
国
は
起
訴
法
定
主
義
を
基
本
的
原
則
と
し
な
が
ら
、
起
訴
便
宜
主
義
を
補
助
原
則
と
し
て

い
る
。
中
国
の
現
行
刑
事
訴
訟
法
第
一
七
六
条
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
事
実
が
明
白
で
、
証
拠
も
確
実
・
充
分
で
、
し
か
も
刑
事
責
任
を
追
及

す
べ
き
で
あ
る
場
合
、
起
訴
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
被
疑
者
の
身
柄
が
確
保
で
き
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
上
記
の
起
訴
要
件
さ
え
満
た
さ
れ
れ
ば
、
検
察
官
は
起
訴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
八
六
条

に
、
裁
判
所
は
公
訴
提
起
さ
れ
た
事
件
に
対
し
て
審
査
を
行
い
、
起
訴
状
に
明
白
な
犯
罪
事
実
が
あ
る
時
は
、
公
判
の
開
始
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
告
人
の
身
柄
が
確
保
で
き
て
い
な
い
事
件
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
権
の
お
よ
ぶ
範
囲
内
の

事
件
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る（（1
（

。

し
か
も
現
行
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
身
柄
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
起
訴
で
き
な
い
或
い
は
裁
判
で
き
な
い
と

の
規
定
は
全
く
見
当
た
ら
ず
、
刑
事
訴
訟
法
上
欠
席
裁
判
を
積
極
的
に
禁
止
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い
。

つ
ぎ
に
、
被
告
人
の
裁
判
へ
の
参
加
権
の
問
題
で
あ
る
が
、
被
告
人
が
裁
判
に
出
頭
し
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
は
、
被
告
人
の
重
要
な

権
利
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
国
の
憲
法
や
国
際
条
約
に
す
で
に
明
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
刑
事
欠
席
裁

判
手
続
を
創
設
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
正
当
性
の
問
題
は
回
避
で
き
な
い
。
被
告
人
の
裁
判
参
加
権
は
、
公
判
に
お
け
る
被
告
人
の
基
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本
権
保
障
の
基
礎
で
あ
る
の
で
、
原
則
的
に
は
そ
れ
に
対
す
る
制
限
を
控
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
告
人
の
裁
判
参
加
権
は
放
棄

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
絶
対
的
権
利
で
は
な
い
。
実
際
、
価
値
判
断
や
訴
訟
利
益
の
衡
量
か
ら
、
一
定
範
囲
に
お
い
て
、
被
告
人
が
裁
判

参
加
権
を
放
棄
す
る
こ
と
が
不
合
理
で
あ
る
と
は
一
概
に
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
被
告
人
が
裁
判
に
出
頭
し
な
い
或
い
は
出
頭
で
き
な
い

と
き
は
、
裁
判
参
加
権
を
放
棄
し
た
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
刑
事
欠
席
裁
判
に
お
い
て
、
被
告
人
の
他
の
訴
訟
上
の

権
利
を
し
っ
か
り
と
保
障
す
る
こ
と
で
、
欠
席
に
よ
る
不
利
益
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

最
後
に
、
仮
に
被
告
人
が
刑
事
裁
判
に
出
頭
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
不
利
益
を
こ
う
む
る
わ
け
で
は
な
い
。
職
権
主
義
の
訴
訟

構
造
を
と
っ
て
い
る
中
国
に
お
い
て
、
裁
判
官
に
は
中
立
し
た
立
場
に
立
っ
て
公
正
・
公
平
な
審
判
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
国
を
代
表
す
る
裁
判
者
と
し
て
、
真
相
解
明
の
義
務
も
背
負
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
被
告
人
が
裁
判
に
出
席
し
な
か
っ
た
か
ら

と
い
う
理
由
で
、
無
罪
を
有
罪
に
し
た
り
、
軽
罪
を
重
罪
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
被
告
人
が
裁
判
に
出
頭
す

る
か
否
か
が
裁
判
の
結
果
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
被
告
人
が
裁
判
に
欠
席
し
た
と
し
て
も
、
裁
判
の
公

正
・
公
平
さ
を
確
保
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。

五 

中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
の
概
要

刑
事
訴
訟
法
改
正
案
は
、
刑
事
欠
席
裁
判
の
公
正
・
公
平
を
保
障
す
る
た
め
に
、
刑
事
欠
席
裁
判
の
適
用
範
囲
、
刑
事
欠
席
裁
判
手
続

に
お
け
る
被
疑
者
・
被
告
人
に
対
す
る
訴
訟
上
の
権
利
の
保
障
お
よ
び
刑
事
欠
席
裁
判
結
果
に
対
す
る
救
済
等
に
つ
い
て
詳
し
く
定
め
て

い
る
。
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1　

刑
事
欠
席
裁
判
の
対
象
事
件

中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
の
適
用
対
象
と
な
る
の
は
、
被
告
人
が
海
外
へ
逃
亡
の
た
め
裁
判
に
出
頭
で
き
な
い
事
件
と
被
告
人
が
重

病
を
患
っ
て
い
る
た
め
裁
判
に
出
頭
で
き
な
い
事
件
お
よ
び
被
告
人
が
死
亡
し
た
事
件
で
あ
る
。

（
1
）
被
告
人
が
海
外
へ
逃
亡
の
た
め
裁
判
に
出
頭
で
き
な
い
事
件
（
二
九
一
条
）

被
疑
者
・
被
告
人
が
海
外
へ
逃
亡
中
で
、
犯
罪
事
実
が
明
白
で
、
証
拠
も
確
実
・
充
分
で
、
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
次
の

よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
横
領
・
賄
賂
犯
罪

②
国
家
の
安
全
に
重
大
な
危
害
を
与
え
る
犯
罪
と
テ
ロ
犯
罪

但
し
②
の
場
合
は
、
二
つ
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
は
、
最
高
検
察
院
の
許
可
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
、
直
ち
に
裁
判
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）
被
告
人
が
重
病
を
患
っ
て
い
る
た
め
裁
判
に
出
頭
で
き
な
い
事
件
（
二
九
六
条
）

被
告
人
が
重
病
で
裁
判
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
審
理
を
六
か
月
間
中
止
し
た
後
も
、
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て

出
頭
で
き
な
い
と
き
に
、
被
告
人
お
よ
び
そ
の
法
定
代
理
人
、
近
親
者
が
裁
判
を
再
開
す
る
よ
う
に
申
請
を
行
っ
た
場
合
、
ま
た
は
、
裁

判
の
再
開
に
同
意
し
た
場
合
、
被
告
人
が
欠
席
の
ま
ま
裁
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）
被
告
人
が
死
亡
し
た
事
件
（
二
九
七
条
）

被
告
人
が
死
亡
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
審
理
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
中
国
の
刑
事
訴
訟
法
の
基
本
原
則
で
あ
る
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が
、
被
告
人
が
無
罪
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
証
拠
が
あ
る
場
合
、
被
告
人
が
欠
席
の
ま
ま
審
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る（（1
（

。

他
に
、
被
告
人
が
死
亡
し
た
再
審
手
続
で
も
裁
判
所
は
欠
席
裁
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

2　

被
疑
者
・
被
告
人
に
対
す
る
権
利
保
障

（
1
）
弁
護
人
依
頼
権
（
二
九
三
条
）

①
刑
事
欠
席
裁
判
で
、
被
告
人
は
弁
護
人
を
依
頼
し
、
自
分
の
代
わ
り
に
刑
事
訴
訟
手
続
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
被
告
人
が
自
ら
弁
護
人
を
依
頼
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
は
、
被
告
人
に
代
わ
っ
て
近
親
者
が
弁
護
人
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き

る
。③

被
告
人
ま
た
は
近
親
者
が
弁
護
人
を
依
頼
し
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
法
律
援
助
機
関（（1
（

に
弁
護
人
の
派
遣
を
命
じ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
つ
ま
り
国
選
弁
護
人
が
付
さ
れ
る
。

（
2
）
上
訴
権
（
二
九
四
条
）

刑
事
欠
席
裁
判
判
決
に
不
服
の
場
合
、
被
告
人
或
い
は
近
親
者
、
ま
た
は
被
告
人
・
近
親
者
の
同
意
を
得
た
弁
護
人
は
上
訴
す
る
こ
と

が
で
き
る（（1
（

。
こ
の
よ
う
な
被
告
人
の
上
訴
権
を
保
障
す
る
た
め
に
、
法
は
裁
判
所
に
被
告
人
ま
た
は
近
親
者
へ
の
判
決
の
送
達
を
義
務
つ

け
て
い
る
。

な
お
中
国
の
検
察
機
関
は
国
家
機
関
と
し
て
訴
訟
活
動
に
対
す
る
法
律
監
督
義
務
が
あ
る
の
で
、
刑
事
欠
席
裁
判
の
判
決
が
不
適
正
で

あ
る
と
思
料
す
る
場
合
、
被
告
人
に
有
利
或
い
は
不
利
で
あ
る
か
に
関
係
な
く
、
上
訴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
3
）
起
訴
状
謄
本
と
召
喚
状
を
送
達
し
て
も
ら
う
権
利
（
二
九
二
条
）
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中
国
の
現
行
刑
事
訴
訟
法
第
二
九
二
条
に
よ
る
と
、
裁
判
所
は
国
際
条
約
の
規
定
或
い
は
外
交
ル
ー
ト
に
よ
る
司
法
協
力
を
通
し
て
、

ま
た
は
被
告
人
所
在
地
の
法
律
に
従
っ
て
、
召
喚
状
と
起
訴
状
謄
本
を
被
告
人
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
召
喚
状
と
起

訴
状
謄
本
の
送
達
を
受
け
た
被
告
人
が
公
判
期
日
に
出
頭
し
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
公
判
を
開
い
て
、
判
決
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
被
告
人
が
海
外
へ
逃
亡
し
た
事
件
に
お
い
て
、
起
訴
さ
れ
た
こ
と
を
告
知
す
る
こ
と
は
、
刑
事
欠
席
裁
判
を
行

う
必
須
の
条
件
で
あ
る
。

し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
被
疑
者
・
被
告
人
が
海
外
へ
逃
亡
す
る
目
的
は
裁
判
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
あ
る
の
で
、
例
え
起
訴
状
謄
本
や

召
喚
状
を
受
け
取
っ
た
と
し
て
も
、
出
廷
す
る
わ
け
が
な
い
の
は
一
目
瞭
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
起
訴
状
謄
本
や
召

喚
状
が
送
達
さ
れ
た
か
否
か
で
刑
事
欠
席
裁
判
が
で
き
る
か
否
か
を
決
め
る
の
は
、
合
理
的
で
は
な
い
と
の
批
判
も
あ
る（（1
（

。

3　

救
済
策

①
刑
事
欠
席
裁
判
中
に
被
告
人
が
出
頭
す
る
或
い
は
身
柄
が
確
保
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
審
理
を
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
二
九
五
条
）。

②
裁
判
が
確
定
し
た
後
に
身
柄
が
確
保
さ
れ
た
場
合
、
執
行
機
関
に
送
致
し
て
刑
罰
を
執
行
す
る
前
に
、
裁
判
所
は
犯
罪
者
に
異
議
を

申
し
立
て
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
犯
罪
者
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は

裁
判
を
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
九
五
条
）。
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六 

日
本
の
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
の
概
要

当
事
者
主
義
を
基
本
と
す
る
日
本
の
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
被
告
人
は
原
則
と
し
て
公
判
期
日
に
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
日
本

刑
事
訴
訟
法
第
二
八
六
条
）、
例
外
と
し
て
被
告
人
が
欠
席
の
ま
ま
、
裁
判
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
場
合
が
あ

る
。1　

出
廷
義
務
が
免
除
さ
れ
る
事
件
で
あ
る
。
日
本
刑
事
訴
訟
法
第
二
八
四
条
に
よ
る
と
、
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
に
当
た

る
事
件
の
被
告
人
は
公
判
期
日
（
公
判
の
す
べ
て
の
段
階
を
含
む
）
に
出
頭
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
代
理
人
を
出
頭
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
法
定
刑
が
比
較
的
軽
い
財
産
刑
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
被
告
人
の
出
頭
を
要
求
す
る
こ
と
は

被
告
人
に
酷
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る（（2
（

。

2　

公
判
の
重
要
段
階
に
だ
け
出
頭
を
強
要
さ
れ
る
事
件
で
あ
る
。
裁
判
所
に
お
い
て
、
被
告
人
の
出
頭
が
そ
の
権
利
の
保
護
の
た
め

重
要
で
な
い（（2
（

と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
①
拘
留
に
あ
た
る
事
件
の
被
告
人
は
、
判
決
の
宣
告
以
外
の
公
判
手
続
に
、
②
長
期
三
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
禁
錮
ま
た
は
五
〇
万
円
を
超
え
る
罰
金
に
当
た
る
事
件
の
被
告
人
は
冒
頭
手
続
と
判
決
の
宣
言
以
外
の
公
判
手
続
へ
の
出
頭

の
義
務
が
免
除
さ
れ
る
（
日
本
刑
事
訴
訟
法
第
二
八
五
条
一
項
及
び
二
項
）。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
場
合
も
事
件
の
軽
微
性
に
あ
る
。
た
だ
し
、

法
定
刑
が
自
由
刑
を
含
む
場
合
が
あ
る
た
め
、
一
律
に
出
頭
不
要
と
す
る
と
、
被
告
人
の
防
御
に
不
利
に
な
る
の
で
、
出
頭
の
要
否
を
裁

判
所
の
許
可
に
か
か
ら
せ
る
と
と
も
に
、
公
判
手
続
の
重
要
段
階
─
─
判
決
の
宣
言
と
冒
頭
手
続（（2
（

─
─
に
お
い
て
の
み
出
頭
を
義
務
つ
け

ら
れ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る（（2
（

。

3　

被
告
人
が
出
頭
を
拒
否
し
た
場
合
で
あ
る
（
日
本
刑
事
訴
訟
法
第
二
八
六
条
の
二
）。
出
頭
拒
否
が
成
立
す
る
に
は
、
①
被
告
人
が
出
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頭
し
な
け
れ
ば
開
廷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
、
②
被
告
人
が
勾
留
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
被
告
人
が
適
式
に
召
喚
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
④
正
当
な
理
由
が
な
く
出
頭
を
拒
否
し
、
刑
事
施
設
職
員
に
よ
る
引
致
を
著
し
く
困
難
に
し
た（（2
（

こ
と
の
四
つ
の
要
件（（2
（

を
満

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
旦
こ
れ
ら
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
、
裁
判
所
は
被
告
人
が
出
頭
し
な
い
で
も
、
そ
の
期
日
の
公
判
手
続（（2
（

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
出
頭
す
れ
ば
保
障
さ
れ
る
陳
述
権
・
証
拠
調
べ
請
求
に
対
す
る
意
見
陳
述
権
・
反
対
尋

問
権
・
異
議
申
立
権
等
訴
訟
上
の
権
利
を
放
棄
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る（（2
（

。

4　

無
断
退
廷
と
退
廷
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
で
あ
る
（
日
本
刑
事
訴
訟
法
第
三
四
一
条
）。
被
告
人
が
陳
述
を
せ
ず
、
許
可
を
受
け
な
い
で

退
廷
し
、
又
は
法
廷
秩
序
維
持
の
た
め
裁
判
長
か
ら
退
廷
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き（（2
（

は
、
そ
の
陳
述
を
聴
か
な
い
で
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
か
よ
う
な
場
合
は
、
専
ら
被
告
人
側
に
起
因
す
る
事
情
に
よ
り
被
告
人
の
出
頭
或
い
は
在
廷
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の

で
、
被
告
人
が
審
理
に
立
会
う
権
利
を
放
棄
し
、
ま
た
は
喪
失
し
た
も
の
と
し
て
、
被
告
人
が
訴
訟
上
の
権
利
を
失
う
と
し
て
も
合
理
で

あ
る
と
言
え
よ
う（（2
（

。

5　

被
告
人
が
心
神
喪
失
や
病
気
の
場
合
で
あ
る
。
ま
ず
、
被
告
人
が
心
神
喪
失
の
と
き
は
、
無
罪
、
免
訴
、
刑
の
免
除
又
は
公
訴
棄

却
の
裁
判
を
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
被
告
人
の
出
頭
を
待
た
な
い
で
、
直
ち
に
そ
の
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
日

本
刑
事
訴
訟
法
第
三
一
四
条
一
項
但
書
）
無
罪
・
免
訴
・
刑
の
免
除
ま
た
は
公
訴
棄
却
を
す
べ
き
こ
と
が
欠
席
裁
判
の
前
提
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
被
告
人
に
有
利
な
結
果
を
裁
判
を
用
い
て
確
認
す
る
こ
と
で
、
被
告
人
の
権
利
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
で
あ
る
と
も
言
え

よ
う
。
つ
ぎ
、
被
告
人
が
病
気
の
た
め
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
第
二
八
四
条
お
よ
び
第
二
八
五
条
の
規
定
に
よ
り
代
理
人

を
出
頭
さ
せ
た
場
合
は
、
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
日
本
刑
事
訴
訟
法
第
三
一
四
条
二
項
但
書
）。
こ
れ
は
、
代
理
人
を
出
頭
さ
せ
る
こ

と
で
、
被
告
人
の
訴
訟
上
の
権
利
を
保
障
し
た
う
え
で
、
裁
判
の
迅
速
化
を
図
ろ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
ろ
う
。
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中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
に
つ
い
て
（
鄭
）

七 

中
日
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
の
比
較

中
国
と
日
本
は
両
国
と
も
に
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
を
、
被
告
人
在
廷
の
ま
ま
刑
事
裁
判
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の
刑
事
裁
判
の
一
般
原

則
の
例
外
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
司
法
状
況
に
あ
わ
せ
て
特
徴
の
あ
る
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

第
一
に
、
両
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
立
法
は
出
発
点
が
異
な
る
。
中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
は
、
主
に
近
年
、
中
国
で
展
開
さ
れ
て
き

て
い
る
反
腐
敗
運
動
の
徹
底
化
と
深
化
に
応
え
る
た
め
に
、
法
制
度
整
備
の
角
度
か
ら
積
極
的
に
対
応
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
実

際
、
中
国
で
は
多
く
の
腐
敗
官
僚
が
海
外
へ
逃
亡
す
る
こ
と
で
、
法
の
制
裁
を
免
れ
る
或
い
は
免
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現

状
を
踏
ま
え
て
成
立
し
た
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
は
、
海
外
へ
逃
亡
中
の
腐
敗
官
僚
を
欠
席
の
ま
ま
裁
判
に
付
し
て
裁
く
こ
と
を
可
能
に
す

る
の
で
、
国
家
間
の
司
法
協
力
を
通
じ
て
、
す
で
に
海
外
へ
逃
亡
中
の
被
疑
者
・
被
告
人
に
対
す
る
国
際
手
配
や
身
柄
の
引
致
お
よ
び
海

外
に
流
出
し
た
違
法
資
産
の
没
収
等
の
た
め
に
法
的
根
拠
を
与
え
る
と
同
時
に
、
海
外
へ
の
逃
亡
を
断
念
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

他
方
で
、
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
の
整
備
は
、
中
国
に
お
け
る
公
判
を
中
心
と
し
た
訴
訟
制
度
改
革
を
背
景
と
し
た
、
特
色
あ
る
の
刑
事

裁
判
制
度
の
構
築
と
刑
事
訴
訟
体
系
の
完
備
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

し
か
し
日
本
の
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
は
、
中
国
の
よ
う
に
特
定
の
対
象
者
に
有
罪
判
決
を
下
し
て
、
特
別
な
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し

て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
公
判
妨
害
に
よ
る
裁
判
の
遅
延
の
防
止
し
刑
事
裁
判
の
迅
速
化
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
。第

二
に
、
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
の
適
用
範
囲
が
異
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
が
適
用
さ
れ
る
主
な
犯
罪

は
、
横
領
犯
罪
・
賄
賂
犯
罪
と
国
家
の
安
全
を
危
う
く
す
る
犯
罪
・
テ
ロ
犯
罪
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
く
の
場
合
、
法
定
刑
が



三
三
四

三
年
以
上
一
〇
年
以
下
（
又
は
無
期
懲
役
と
死
刑
）
の
懲
役
刑
に
あ
た
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
は

重
罪
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
で
、
日
本
の
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
被
告
人
の
出
頭
義
務
が
免
除
さ
れ
て
い
る
罰
金
又
は
科
料

に
あ
た
る
軽
微
な
事
件
で
あ
る
。
そ
し
て
例
外
と
し
て
、
被
告
人
の
出
頭
が
そ
の
権
利
の
保
護
の
た
め
重
要
で
は
な
い
事
件
や
、
被
告
人

が
公
判
期
日
に
出
頭
す
る
権
利
を
放
棄
し
た
と
見
て
も
い
い
事
件
等
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
当
事
者
主
義
を
基
本
と
す
る
日
本
の
刑
事

司
法
の
理
念
に
も
合
致
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
に
、
被
告
人
に
対
す
る
権
利
保
障
の
方
法
が
異
な
る
。
中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
に
お
け
る
被
告
人
に
対
す
る
権
利
保
障
は
特

に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
特
に
被
告
人
が
海
外
へ
逃
亡
中
の
場
合
、
被
告
人
の
意
思
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
欠
席
の
ま
ま
公
判
が
開

か
れ
る
の
で
、
被
告
人
に
対
す
る
十
分
な
権
利
保
障
が
で
き
な
い
と
、
公
平
・
公
正
な
裁
判
結
果
が
期
待
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
中
国
の
現
行
法
は
、
被
告
人
の
弁
護
権
、
上
訴
権（（3
（

等
を
、
法
廷
に
出
頭
す
る
と
き
よ
り
手
厚
く
保
障
し
て
い
る
。

他
方
で
、
日
本
の
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
に
お
け
る
被
告
人
の
権
利
保
障
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
よ
う
な
専
ら
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
に
適

用
さ
れ
る
特
別
な
規
定
は
な
い
が
、
具
体
的
な
手
続
と
実
務
に
お
い
て
、
十
分
な
配
慮
を
払
っ
て
い
る
の
で
、
被
告
人
の
諸
権
利
は
事
実

上
充
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
公
判
期
日
に
お
け
る
出
頭
は
被
告
人
の
義
務
だ
け
で
な
く
、
権
利
で
も
あ
る
の
で
、

裁
判
所
に
召
喚
状
送
達
を
義
務
つ
け
た
り
、
出
頭
義
務
の
免
除
さ
れ
た
事
件
で
も
、
法
定
刑
に
自
由
刑
が
含
ま
れ
る
と
裁
判
の
重
要
段
階

に
は
不
出
頭
を
認
め
な
か
っ
た
り
、
不
出
頭
の
要
件
（
例
え
ば
、
被
告
人
の
権
利
保
護
の
た
め
重
要
で
な
い
等
）
を
合
理
的
に
解
釈
し
て
適
用

し
た
り
、
代
理
人
を
出
頭
さ
せ
る
等
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
四
に　
「
欠
席
」
裁
判
の
意
味
が
異
な
る
。
中
国
で
い
う
欠
席
裁
判
と
は
、
公
判
手
続
の
す
べ
て
の
段
階（（3
（

に
被
告
人
が
出
頭
し
な
い
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中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
に
つ
い
て
（
鄭
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こ
と
を
言
う
。
つ
ま
り
、
公
判
手
続
の
開
始
か
ら
終
了
ま
で
不
出
頭
を
貫
く
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
、
日
本
の
刑
事
司
法
で
は
、
公
判
手

続
の
一
部
に
出
席
し
な
い
場
合
も
欠
席
裁
判
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

第
五
に
、
刑
事
欠
席
裁
判
の
結
果
に
対
す
る
救
済
が
異
な
る
。
中
国
で
は
、
一
旦
刑
事
欠
席
裁
判
手
続
が
適
用
さ
れ
る
と
、
当
事
者
た

る
被
告
人
は
す
べ
て
の
公
判
手
続
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
不
利
な
裁
判
を
受
け
や
す
い
。
そ
こ
で
改
正
法
は
、
再
審
と
は
別

に
、
刑
事
欠
席
裁
判
の
判
決
に
限
っ
て
、
異
議
申
し
立
て
を
通
じ
て
、
裁
判
を
や
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
救
済
策
を
講
じ
て
い

る
。と

こ
ろ
が
こ
の
救
済
策
の
対
象
と
な
る
の
は
確
定
裁
判
（
中
国
の
審
級
制
度
は
二
審
制
で
あ
る
）
な
の
で
、
判
決
の
権
威
や
既
判
力
を
損

な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
し
、
さ
ら
に
は
司
法
資
源
の
浪
費
に
も
な
る
と
の
批
判
も
あ
る（（3
（

。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
刑
事
訴
訟
法
で
は
、
中
国
の
よ
う
な
刑
事
欠
席
裁
判
判
決
の
み
に
適
用
さ
れ
る
特
別
な
救
済
規
定
は
見
当
た
ら

な
い
。
そ
れ
は
、
日
本
で
は
刑
事
欠
席
裁
判
判
決
に
対
す
る
救
済
が
不
要
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
中
国
の
よ
う
に
刑
事
欠
席
裁
判
を
特

別
に
扱
う
必
要
が
な
い
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
前
述
し
た
よ
う
に
刑
事
欠
席
裁
判
の
始
ま
り
の
段
階
か
ら
す
で
に
被
疑
者
・

被
告
人
の
権
利
擁
護
を
目
的
と
す
る
充
分
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
の
で
、
不
当
な
裁
判
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
低
い
。
次
に
、
日
本
で

は
、
欠
席
裁
判
が
法
律
上
は
認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
被
告
人
が
出
頭
し
た
上
で
訴
訟
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。
例
え
ば
、
拘
留
或
い
は
長
期
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
ま
た
は
五
〇
万
円
を
超
え
る
罰
金
に
当
た
る
事
件
の
場
合
、
被

告
人
は
冒
頭
手
続
及
び
判
決
宣
告
期
日
の
み
出
頭
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
被
告
人
が
罪
を
認
め

て
い
る
事
件
に
な
れ
ば
、
第
一
回
公
判
期
日
に
冒
頭
手
続
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
早
け
れ
ば
そ
の
日
の
う
ち
に
結
審
し
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
判
決
の
言
い
渡
し
ま
で
行
わ
れ
る
の
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
被
告
人
が
出
廷
し
た
ま
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
手
続
が
行
わ
れ
る
と
い
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三
六

う
こ
と
に
な
る
。
欠
席
裁
判
が
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
事
実
上
は
出
席
に
な
る（（3
（

。

八 

お
わ
り
に

中
国
に
お
い
て
今
回
の
刑
事
訴
訟
法
改
正
で
成
立
し
た
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
は
、
近
年
中
国
で
展
開
さ
れ
て
き
た
反
腐
敗
運
動
に
あ
わ

せ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
他
の
国
の
同
制
度
の
よ
う
に
刑
事
欠
席
裁
判
制
度
の
本
来
の

役
割
を
十
分
に
果
た
せ
て
い
な
い
面
も
あ
る
。
今
後
、
実
務
で
の
経
験
と
中
国
の
刑
事
司
法
環
境
等
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
諸
外
国
の
制

度
を
参
考
に
、
徐
々
に
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）
一
九
九
六
年
と
二
〇
一
二
年
の
改
正
案
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
で
審
議
さ
れ
成
立
し
た
が
、
今
回
の
改
正
案
は
全
国
人
民
代
表
大
会
で
は
な

く
、
そ
の
常
設
機
関
で
あ
る
常
務
委
員
会
の
審
議
を
経
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
異
例
と
も
言
え
る
。

（
2
）
下
級
裁
判
所
の
管
轄
で
あ
る
三
年
有
期
懲
役
以
下
の
刑
罰
を
科
す
可
能
性
の
あ
る
事
件
で
、
事
実
が
明
白
で
、
証
拠
も
確
実
・
充
分
で
あ
り
、

認
罪
認
罰
の
場
合
、
被
告
人
の
同
意
を
得
て
行
う
こ
と
の
で
き
る
簡
易
裁
判
手
続
よ
り
も
略
さ
れ
た
裁
判
手
続
き
を
言
う
。

（
3
）
罪
を
犯
し
た
被
疑
者
・
被
告
人
が
任
意
で
供
述
し
、
訴
追
機
関
の
追
及
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
な
く
、
検
察
機
関
が
提
出
す
る
求
刑
意
見

書
に
同
意
・
署
名
し
た
場
合
、
寛
大
に
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
言
う
。

（
4
）
法
律
援
助
機
関
が
裁
判
所
、
留
置
場
等
に
当
番
の
弁
護
士
を
派
遣
し
て
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
た
め
に
法
的
援
助
を
提
供
す
る
制
度
で
あ
る
。

（
5
）
両
当
事
者
中
の
片
方
だ
け
が
公
判
に
出
頭
し
た
ま
ま
行
う
裁
判
を
言
う
。
ほ
か
に
、
両
当
事
者
と
も
に
公
判
に
出
頭
し
た
が
、
片
方
だ
け
が
審

理
（
陳
述
や
弁
論
等
）
に
参
与
す
る
場
合
を
も
含
ま
れ
る
と
主
張
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
公
判
に
出
頭
し
た
か
否
か
で
は
な
く
、
審

理
活
動
に
参
与
し
た
か
否
か
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
6
）
被
告
人
の
み
が
公
判
に
出
廷
し
な
い
ま
ま
行
う
裁
判
を
言
う
。



三
三
七

中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
に
つ
い
て
（
鄭
）

（
7
）
中
国
の
刑
事
訴
訟
法
第
一
○
八
条
に
、
近
親
者
と
は
夫
・
妻
・
父
・
母
・
息
子
・
娘
・
同
胞
兄
弟
姉
妹
を
指
す
と
定
め
て
あ
る
。

（
8
）http://w

w
w
.infzm

.com
/content/140827

（
二
〇
二
〇
年
九
月
二
日
検
索
）。

（
9
）
も
し
確
定
裁
判
を
得
な
い
で
、
外
国
政
府
に
逃
亡
者
の
身
柄
の
引
渡
し
を
求
め
る
と
、
単
な
る
「
政
治
的
原
因
」
で
は
な
い
か
と
の
誤
解
が
生

じ
や
す
い
の
で
、
刑
事
欠
席
裁
判
の
判
決
は
、
こ
う
言
っ
た
誤
解
と
心
配
を
排
除
す
る
こ
と
も
が
き
る
。

（
10
）https://w

w
w
.dz19.net/thread-1248101-1-1.htm

l

（
二
〇
二
〇
年
二
月
三
日
検
索
）。

（
11
）
捜
査
機
関
が
違
法
所
得
を
没
収
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
違
法
所
没
収
に
関
す
る
意
見
書
と
関
連
証
拠
を
検
察
機
関
に
送
検
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
起
訴
段
階
で
違
法
所
得
を
没
収
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
検
察
機
関
は
裁
判
所
に
違
法
所
得
没
収
を
申
し
込
む
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
裁
判
段
階
で
、
被
告
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
検
察
機
関
よ
り
違
法
所
得
没
収
の
申
請
が
な
い
限
り
、
裁
判
所
は
自
ら
進
ん

で
違
法
所
得
没
収
の
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
違
法
取
得
の
没
収
は
あ
く
ま
で
も
違
法
活
動
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
財
産
を
対
象
に
し
て

い
る
が
、
欠
席
裁
判
は
裁
判
に
参
加
す
べ
き
も
の
（
人
間
）
を
対
象
と
し
て
い
る
。

（
12
）http://w

w
w
.sohu.com

/a/271842261_668935

（
二
〇
二
〇
年
二
月
三
日
検
索
）。

（
13
）
顧
永
忠
・
張
子
君
「
我
国
刑
事
欠
席
審
判
制
度
的
立
法
意
図
与
特
色
」
理
論
学
刊
総
第
二
八
一
期
一
一
九
頁
。

（
14
）
「
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
第
一
四
条
の
三
（
ｄ
）
自
ら
出
席
し
て
裁
判
を
受
け
お
よ
び
、
直
接
に
又
は
自
ら
選
任

す
る
弁
護
人
を
通
じ
て
、
防
御
す
る
こ
と
…
…
。

（
15
）
陳
衛
東
「
論
中
国
特
色
刑
事
欠
席
審
判
制
度
」
中
国
刑
事
法
雑
誌
二
〇
一
八
年
第
三
期
二
六
─
二
七
頁
。

（
16
）
被
告
人
が
死
亡
し
た
場
合
、
有
罪
無
罪
を
問
わ
ず
に
、
刑
事
裁
判
を
終
結
す
る
の
は
事
件
解
決
の
一
方
法
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
被
告

人
が
本
当
に
無
罪
で
あ
る
場
合
、
死
亡
し
た
被
告
人
に
と
っ
て
は
何
も
変
わ
ら
な
い
が
、
残
さ
れ
た
家
族
や
親
族
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
そ

こ
で
、
刑
事
欠
席
裁
判
を
通
じ
て
無
罪
を
宣
告
す
る
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
17
）
地
方
政
府
の
司
法
行
政
機
関
が
設
立
し
た
公
民
か
ら
の
法
律
援
助
の
申
し
込
み
を
受
理
・
審
査
し
、《
法
律
援
助
条
例
》
の
定
め
る
条
件
を
満

た
し
た
と
き
に
は
、
法
律
援
助
機
関
所
属
の
弁
護
士
或
い
は
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
を
派
遣
し
て
法
的
援
助
を
行
う
機
関
で
あ
る
。（
日
本
の
法

テ
ラ
ス
に
相
当
）

（
18
）
被
告
人
が
出
席
す
る
裁
判
の
場
合
、
近
親
者
は
自
己
判
断
で
上
訴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
近
親
者
と
弁
護
人
が
上
訴
す
る
場
合
は
、
被
告
人

の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。



三
三
八

（
19
）
甄
貞
他
「
缺
席
審
判
程
序
解
読
、
適
用
預
期
及
完
善
建
議
」
法
学
雑
誌
二
○
一
九
年
第
四
期
一
一
八
頁
。

（
20
）
河
上
和
雄
他
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
事
訴
訟
法　

第
六
巻
（
第
二
版
）』（
青
林
書
院
二
〇
一
一
年
）
一
二
頁
。

（
21
）
こ
こ
で
い
う
「
被
告
人
の
出
頭
が
そ
の
権
利
の
保
護
の
た
め
重
要
で
な
い
」
の
判
断
は
、
事
件
お
よ
び
手
続
の
内
容
・
性
質
、
被
告
人
の
防
御

方
法
・
態
度
等
を
考
量
に
入
れ
て
な
さ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
22
）
冒
頭
手
続
は
当
該
事
件
の
争
点
を
明
確
に
し
裁
判
所
の
審
理
方
針
を
方
向
付
け
る
重
要
な
機
能
を
有
す
る
と
も
に
、
被
告
人
保
護
と
争
点
整
理

手
続
の
円
滑
な
進
行
を
も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
23
）
河
上
他
・
前
掲
注（
20
）
一
六
─
一
七
頁
。

（
24
）
「
刑
事
施
設
職
員
に
よ
る
引
致
を
著
し
く
困
難
に
し
た
」
と
は
、
強
い
て
引
致
し
よ
う
と
す
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
実
際
上
は
非
常

に
困
難
で
、
刑
事
施
設
職
員
に
こ
れ
を
期
待
す
る
こ
と
が
い
か
に
も
非
常
識
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
を
指
す
。

（
25
）
河
上
他
・
前
掲
注（
20
）
二
七
頁
。

（
26
）
公
判
期
日
の
範
囲
は
冒
頭
手
続
・
証
拠
調
べ
手
続
・
判
決
の
宣
告
等
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
よ
い
し
、
行
え
る
手
続
は
、
必
ず
し
も
当
該
公
判
期

日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
に
限
ら
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
は
っ
き
り
し
た
予
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
範
囲
内
に
と
ど
め
る
の
が
運
用
上

妥
当
あ
る
と
の
見
解
が
あ
る
。

（
27
）
河
上
和
雄
他
『
注
釈
刑
事
訴
訟
法　

第
四
巻
（
第
三
版
）』（
立
花
書
房　

平
成
二
四
年
）
一
三
○
九
頁
。

（
28
）
退
廷
命
令
の
場
合
、
具
体
的
に
ど
こ
ま
で
審
理
を
進
め
る
か
は
、
弁
護
人
の
有
無
、
手
続
的
審
理
か
実
体
的
審
理
か
、
証
拠
の
内
容
、
そ
の
審

理
が
す
で
に
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
か
ど
う
か
等
、
被
告
人
自
身
の
防
御
権
と
の
衡
量
で
裁
量
的
に
定
め
ら
れ
る
（
河
上
和
雄
他
『
注
釈
刑
事
訴

訟
法　

第
六
巻
（
第
三
版
）』（
立
花
書
房　

平
成
二
二
年
）
七
四
七
頁
）。

（
29
）
河
上
和
雄
他
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
事
訴
訟
法　

第
八
巻
（
第
二
版
）』（
青
林
書
院　

二
〇
一
一
年
）
三
三
四
頁
。

（
30
）
刑
事
欠
席
裁
判
に
限
っ
て
、
被
告
人
だ
け
で
な
く
被
告
人
の
近
親
者
に
も
自
分
の
意
思
で
上
訴
す
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
被
告

人
が
出
席
す
る
裁
判
で
は
、
近
親
者
が
上
訴
す
る
に
は
、
被
告
人
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
31
）
公
判
活
動
は
開
廷
、
法
廷
調
査
（
検
察
官
の
冒
頭
陳
述
、
被
告
人
・
被
害
者
の
冒
頭
陳
述
、
被
告
人
・
被
害
者
に
対
す
る
尋
問
、
証
拠
提
示
と

確
認
、
新
し
い
証
拠
の
提
出
、
合
議
体
に
よ
る
証
拠
調
べ
と
確
認
）、
法
廷
弁
論
、
被
告
人
の
最
終
陳
述
、
評
議
と
判
決
宣
告
等
が
含
ま
れ
る
。

（
32
）
甄
貞
他
・
前
掲
注（
19
）
一
一
八
頁
。



三
三
九

中
国
の
刑
事
欠
席
裁
判
に
つ
い
て
（
鄭
）

（
33
）https://am

eblo.jp/egidaisuke/entry-12415484524.htm
l

（
二
〇
二
〇
年
九
月
二
日
検
索
）。

（
瀋
陽
師
範
大
學
講
師
）




